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Ⅰ 学群・大学院別事項 

 

  出願資格  

 

【学群分（看護学群，事業構想学群，食産業学群共通事項）】 

次のいずれかに該当する方とします。 

（１） 高等学校又は中等教育学校を卒業した方 

（２） 通常の課程による１２年の学校教育を修了した方 

（３） 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した方又はこれに準ずる方で文部科学大臣

の指定がある方 

（４） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した方 

（５） 専修学校の高等課程（文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に

指定したものを文部科学大臣が定める日以後に修了した方 

（６） 文部科学大臣の指定した方（昭和 23 年 5 月 31 日文部省告示第 47 号） 

（７） 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した方（旧規定による大

学入学資格検定に合格した方を含む。） 

（８） 本学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた方 

 

【大学院分（看護学研究科，事業構想学研究科，食産業学研究科共通事項）】 

 

 

 

 

 
 

次のいずれかに該当する方とします。 

（１）学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第８３条に規定する大学（以下単に「大学」という。）を

卒業した方 

（２）学校教育法第１０４条第７項の規定により学士の学位を授与された方 

（３）外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した方 

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における 16 年の課程を修了した方 

（５）我が国において外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修

了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した方 

（６）外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府

又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大

臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修

了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって⑤に規定する

文部科学大臣の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相

当する学位を授与された方 

（７）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修了した方 

（８）学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第１５５条第 1 項第 6 号の規定により文部

科学大臣が指定した方 

（９）大学に３年以上在学した者、外国において学校教育における 15 年の課程を修了した者、外国の

学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育

における 15 年の課程を修了し、我が国において外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学

校教育における 15 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学

校教育制度において位置付けられた教育施設であって文部科学大臣が別に指定するものの当該課

程を修了した者であって、本学大学院において個別の入学資格審査により、所定の単位を優秀な

はじめに 
１） 宮城大学大学院研究科（博士前期課程）に進学を希望する方は、入学に先行して科目等履修生とし

て大学院研究科の開講科目を履修し、単位を修得すると、その単位を本学大学院研究科入学後の修
了要件単位数に換算することができます（１０単位まで）。 

２） 宮城大学大学院研究科（博士前期課程）に進学を希望しない方でも、より専門的な学習を深めたい
方は、科目等履修生として大学院研究科の開講科目を履修することができます。 

３） １）または２）いずれの場合も、下記の「出願資格」を満たす方が対象となります。 
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成績で修得したと認めた方 

（10）本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた方で、22 歳に達した方 

 

※上記の（9）又は（10）により出願しようとする方は、入学資格審査が必要となります。詳細に

ついては、お問い合わせください。 

・入学資格審査基準及び審査申請に必要な書類の詳細は 5～7 ページをご覧ください。 

・入学資格審査申請期限：【前期】令和４年１月２6 日（水） 終了しました 

【後期】令和４年６月１３日（月） 

・問 い 合 わ せ 先：【宮城大学事務局学務課教務第 1 グループ】  

Tel：022-377-8318 

                           E-mail：kyoumu@myu.ac.jp 

 

Ⅱ 共通事項 
 

１  募集人員  

各科目若干名 

 

２  出願スケジュール  

 

 前期 後期 

入学資格審査

申請受付期間 

令和４年１月１７日（月）～ 

令和４年１月２６日（水） 

令和４年６月 ６日（月）～ 

令和４年６月１３日（月） 

入学資格審査

結果通知送付 

令和４年２月 ４日（金）以降 令和４年７月 １日（金）以降 

出願期間 

（必着） 

令和４年２月 ９日（水）～ 

令和４年２月１８日（金） 

令和４年７月１１日（月）～ 

令和４年７月２０日（水） 

選考結果通知 令和４年３月１１日（金）以降 令和４年８月１９日（金）以降 

入学手続き 

期間 

令和４年３月１４日（月）～ 

令和４年３月２５日（金） 

令和４年８月２２日（月）～ 

令和４年９月 ２日（金） 

履修期間（予定） 
※科目により初回 

講義日は異なります 

令和４年４月 ８日（金）～ 

令和４年７月２９日（金） 

令和４年９月２０日（火）～ 

令和５年１月２３日（月） 

※前期科目および後期科目の両方の履修を希望する方は、前期に一括出願してください。 

 

３  出願手続  

（１）次のＡ～I の書類をまとめて出願してください。 

Ａ：宮城大学入学願書［科目等履修生］（様式１－１） 

Ｂ：振込金（兼手数料）受取書（振込依頼書）（様式１－２） 

       出願期間内に本書で入学者選抜手数料９，８００円を振込み後，振込金（兼手数料）受取書

（本人保管用として，金融機関から渡されたもの）を出願書類として様式１－１裏面の所定欄

に貼ってください。 

Ｃ：身上調書（様式２） 

Ｄ：自己申告書（様式３） 

Ｅ：最終学歴校の調査書又は成績証明書 

Ｆ：最終学歴校の卒業（修了）証明書 

Ｇ：写真（縦 4.5cm×横 3.5cm 上半身正面無帽、カラー、背景なし）１枚 

（入学願書に貼り付けて提出してください。） 

Ｈ：住民票（外国人のみ提出、コピーは不可） 

※出願時点において既に在留カードが交付されている方は、市区町村が発行する住民票（国

籍・在留資格が記載されたもの）を提出してください。在留カードの交付を受けていない方は、

パスポートに押された日本の査証の写しを提出してください。 

Ｉ：承諾書（様式４．該当者のみ提出） 
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他の大学等に在学している方は、学校長の承諾書を提出してください。 

（２）出願は，「簡易書留速達」による郵送としてください。 

（３）上記の期間を過ぎての出願は受理できませんので、出願期間に注意してください。 

（４）出願書類の特例 

継続履修の場合、最終学歴校の成績証明書及び卒業（修了）証明書については、コピーでの提出

も可能です。 
（５）出願先 

〒９８１－３２９８ 

宮城県黒川郡大和町学苑１番地１（大和キャンパス） 

宮城大学事務局学務課教務第１グループ 宛て 

（６）出願上の注意事項 

出願書類がすべてそろっていない場合は、受理できませんので、出願の際には十分確認してくだ

さい。なお、一度受理した出願書類、入学者選抜手数料は返還しません。 

（７）入学を許可した後であっても、出願書類の記載と相違する事実が発見された場合には入学を取り

消すことがあります。 

 

４  在学期間  

在学期間は令和４年４月又は１０月から６ヵ月又は１年です。（履修科目による） 

 

※在学期間の延長 

引き続きの在学（継続履修）を希望する場合、出願を行い、履修希望科目の開講学群・研究科にお

いて認められると、１年以内に限り在学期間を延長することができます。この場合の出願において、

入学選抜手数料の納付は不要です。 

 

５  選抜方法  

科目等履修生の選考は書類審査、面接等により実施します。面接を実施する場合は、別途ご連絡いた

します。 

開講科目ごとの選抜方法については、別紙「令和４年度科目等履修生開講科目一覧表」を参照願いま

す。 

 

６  選考結果  

郵送により志願者全員に発送します。選考結果に関する電話等での問い合わせには応じることができ

ませんので、ご了承ください。 

 

７  入学手続  

選考結果通知の際に送付する必要書類等を、郵送又は持参により提出してください。 

① 入学手続に必要な書類（入学金にかかる振込依頼書等）は、選考結果通知の際、本人あてに郵

送します。 

② 郵送の場合は、必ず「簡易書留速達」としてください。入学手続期間最終日必着とします。 

③ 直接持参の場合の受付時間は、午前９時から午後５時までとします。 

（土曜日・日曜日・祝日は受付を行いません。） 

④ 必要な書類がすべてそろっていない場合には、受理できませんので、書類提出の際には十分確

認してください。 

⑤ 入学手続期間を過ぎて到着したものは受理できません。なお、期間内に所定の手続きを行わな

かった場合、科目等履修生としての入学を辞退したものとして取り扱わせていただきます。 

⑥ 一度受理した書類および入学金等は、返還しません。 

⑦ 入学手続先、場所は選考結果通知の際に連絡します。 
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８  入学金及び授業料  

 

種  類 金    額 納 入 時 期 等 ※１ 入学金について、県内者とは次に

該当する方をいいます。 

 本人又はその親族（配偶者又は一親等

の直系尊属に限る。）が本人の入学許可

の日前１年間引き続き県内に住所を有

する場合 

※２  上記以外に、科目により諸経費が

必要となる場合があります。 

入
学
金 

県内者 ２８，２００円 入学手続時 

県外者 ５６，４００円 入学手続時 

授業料 
１４，８００円

（１単位当り） 

【前期】４月３０日 

【後期】１０月３１日 

 

９  履修科目  

履修科目は別紙「令和４年度科目等履修生開講科目一覧表」のとおりです。履修科目数に上限はあり

ませんが、時間帯によって履修可能科目が限定（重複）されることがありますので、予め了解願います。 

※開講曜日・時間帯については令和４年５月現在調整中です。変更になる可能性もありますので， 

事前に宮城大学事務局教務第１グループ宛てお問合せください。 

 

【宮城大学事務局教務第１グループ】    

Tel：022-377-8318 

E-mail：kyoumu@myu.ac.jp 

 

1０  単位認定  

単位は、個々の科目について所定の時間を履修し、試験その他の方法により合格と判定されたときに

認定します。授業科目、時間数、単位数は本学学群及び大学院の履修規程に定めるところによります。 

 

1１ その他  

   公共交通機関又は自転車・バイク等により通学してください。 

   自家用車による通学を希望される方は、入学手続きとあわせて申請してください。 

 

【大和キャンパス】 

   ・「仙台駅」バスプール２番のりばから、宮城交通バス「宮城大学」行き直通バスにて、「宮城大学・

仙台保健福祉専門学校前」下車 所要時間約５０分 片道７００円 

・地下鉄「泉中央駅」バスプール３番のりばから、宮城交通バス「宮城大学経由「泉パークタウン行」」

にて、「宮城大学・仙台保健福祉専門学校前」下車 所要時間約３０～３５分 片道４２０円 

 

【太白キャンパス】 

   ・「仙台駅」バスプール７番のりばから、宮城交通バス「日本平」行き又は「仙台南ニュータウン」行

きにて、「宮城大学太白キャンパス前」下車 所要時間約４０分 片道５１０円 

   ・「JR 長町駅」東口バスプール３番のりばから、宮城交通バス「日本平」行き又は「仙台南ニュータ

ウン」行きにて、「宮城大学太白キャンパス前」下車 所要時間約２５分 片道３５０円 

・地下鉄「長町南駅」バスプール４番のりばから、宮城交通バス「日本平」行き又は「仙台南ニュー

タウン」行きにて、「宮城大学太白キャンパス前」下車 所要時間約２０分 片道３５０円 

 

1２  新型コロナウイルス感染症への対応について  

本学では，令和４年５月１日現在，原則として「対面」により講義を実施しておりますが，今後の感

染症の動向により各科目の開講方法（オンライン・対面等）に変更が生じる場合があります。出願にあ

たりましては，予めご了承ください。 
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【入学資格審査基準】 

 

（１）宮城大学大学院看護学研究科  

区  分 対  象 審 査 基 準 
出願資格（９）  英語学力が、英検準１級、TOEIC５５０点以上、TOEFL ペ

ーパーベーステスト５００点以上又はインターネットベース

テスト６１点以上の実力を有すること。 

 本学大学院において、個別の

入学資格審査により、大学に

３年以上在学し（入学時まで

に在学見込みを含む。）、所定

の単位を優秀な成績で修得

したと認めた方 

４年制大学３年次在学

者又は過年度に４年制

大学３年次を修了して

いる方 

〔３年次在学者〕 

次のいずれにも該当すること。 

① 大学２年次修了時点で、卒業必要単位数の１/２以上を修

得し、その評価について最上位（１００点満点換算で８０

点以上）であるものが８割以上であること。 

② 大学３年次修了時点で、卒業必要単位数の３/４以上を修

得見込みであること。 

 〔過年度に３年次を修了している者〕 

大学３年次修了時点で、卒業必要単位数の３/４以上を修得

し、その評価について最上位（１００点満点換算で８０点以

上）であるものが８割以上であること。 

 本学大学院において、個別の

入学資格審査により、外国に

おいて学校教育における１

５年の課程を修了した者、外

国の学校が行う通信教育に

おける授業科目を我が国 

において履修することによ

り当該外国の学校教育にお

ける１５年の課程を修了し

た者又は我が国において、外

国の大学の課程（その修了者

が当該外国の学校教育にお

ける１５年の課程を修了し

たとされるものに限る。）を

有するものとして当該外国

の学校教育制度において位

置付けられた教育施設であ

って、文部科学大臣が別に指

定するものの当該課程を修

了した者（いずれも入学時ま

でに修了見込み含む。）であ

って、所定の単位を優秀な成

績で修得したと認めた方 

外国の学校教育制度に

基 づ く 高 等 教 育 機 関

（大学等）の在学者（通

信教育による課程の履

修者を含む。）で、当該

国における学校教育の

１６年の課程のうち１

５年の課程を修了した

者（入学時までに修了

見込みの者を含む。） 

〔１５年の課程修了者〕 

１５年の課程修了時点で、１６年の課程修了に必要な単位数

の３/４以上を修得し、その評価について最上位（１００点満

点換算で８０点以上）であるものが８割以上であること。 

〔１５年の課程修了見込者〕 

次のいずれにも該当すること。 

① １４年の課程修了時点で、１６年の課程修了に必要な単位

数の１/２以上を修得し、その評価について、最上位（１

００点満点換算で８０点以上）であるものが、８割以上で

あること。 

② １５年の課程修了時点で、１６年の課程修了に必要な単位

数の３/４以上を修得見込みであること。 

 外国の学校教育制度に

基 づ く 高 等 教 育 機 関

（大学等）の教育課程

修了者又は外国の学校

が行う通信教育を我が

国で履修したことによ

る修了者（いずれも入

学時までに修了見込み

の者を含む。）で、当該

国における学校教育の

課程が１５年のもの 

〔１５年の課程修了者〕 

１５年の課程修了に必要な単位として修得した単位の評価に

ついて、最上位（１００点満点換算で８０点以上）であるも

のが、８割以上であること。 

 〔１５年の課程修了見込者〕 

１４年の課程修了時点で、１５年の課程修了に必要な単位の 

３/４以上を修得し、その評価について最上位（１００点満点

換算で８０点以上）であるものが８割以上であること。 

出願資格（１０） 
本学大学院において、個別の入

学資格審査により、大学を卒業

した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、入学時までに２

２歳に達した方 

出願資格（１）～（９）

以外の方 
〔資格保有者〕 
次の①、②いずれにも該当すること。 

① 短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校等を卒業し

ていること。 

② 看護師、保健師、助産師のうち１つ以上の資格を有してい

ること。 

 

新旧学校制度の移行に

際し、法令上明確に規

定することの困難な旧

制度の学校卒業者等 

個別に判断する。 
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（２）宮城大学大学院事業構想学研究科・食産業学研究科 
区  分 対 象 換算方法等 換算方法等 備 考 

出願資格（9） 

大学に３年以上在学し 

（入学時までに在学見込み

含む。）、本学大学院にお

いて、所定の単位を優秀な

成績で修得したと認めた方 

４年制大学３年次 

在学生及び過年度に

おいて４年制大学在

学３年次を修了して

いる方 

① 大学２年次修了時点で、６８単位以上

修得し、かつ、その評価について、最上位

であるものの割合が８５％以上であるこ

と 

② 大学３年次修了時点で、卒業必要単位

として１０２単位以上修得又は修得見込

みであること 

③ 過年度に大学３年次を修了している者

については、②に係る評価について、最上

位であるものの割合が、８５％以上である

こと 

修得単位の成績につい 

て、評価が数値である場合

は、次の基準により判定す

ることとする。 

①最上位評価 

・１００点満点換算で８０ 

点以上のもの 

②修得単位として認めな

いもの 

・１００点満点換算で６ 

０点に満たないもの 

 

出願資格（9） 

外国において学校教育に

おける１５年の課程を修了

し、外国の学校が行う通信

教育における授業科目を日

本国内において履修するこ

とにより当該外国における 

１５年の課程を修了し,又は

我が国において、外国の大

学の課程（その修了者が当

該外国の学校教育における

15年の課程を修了したと

されるものに限る。）を有

するものとして当該外国の

学校教育制度において位置

付けられた教育施設であっ 

て、文部科学大臣が別に指

定するものの当該課程を修

了し（いずれも入学時まで

に修了見込み含む。）、本

学大学院において、所定の

単位を優秀な成績で修得し

たと認めた方 

外国の学校教育制 

度に基づく高等教育

機関（大学等）の教育

課程修了者又は外国

の学校が行う通信教

育を我が国で履修し

た事による修了者 

（いずれも入学時ま

で修了見込みの者を

含む）で、当該教育課

程が１５年の方 

① 修了者については、高等教育機関 

（大学等。通信教育による課程を含 

む。）修了に必要な単位として修得した

単位の評価について、最上位であるもの

の割合が８５％以上であること 

② 修了見込みの者については、１４年の

課程修了時点で、高等教育機関（大学等

。通信教育による課程を含む。）を修了

するために必要な単位の８０％以上を修

得し、かつその評価について最上位であ

るものの割合が８５％以上であること 

修得単位の成績につい 

て、評価が数値である場合

は、次の基準により判定す

ることとする。 

①最上位評価 

・１００点満点換算で８０ 

点以上のもの 

②修得単位として認めな

いもの 

・１００点満点換算で６0

点に満たないもの 

本区分において認定基 

準を満たさない者について

、研究歴等の加算による出

願資格（１０）での出願資

格認定を妨げない 

外国の学校教育制 

度に基づく高等教育

機関（大学等）の在学

生（通信教育による課

程の履修生を含む。）

で、当該国における学

校教育の１ ６年の課

程のうち、１５年の課

程を修了又は入学時

までに修了見込みの

もの 

① １４年の課程修了時点で、高等教育機

関（大学等。通信教育による課程を含む。

）修了に必要な単位として修得した単位の

評価について最上位であるものの割合が

８５％以上であること 

② １５年の課程修了時点で、高等教育機

関（大学等。通信教育による課程を含む

。）修了に必要な単位の８０％以上を修

得又は修得見込みであること 

③ 過年度に１５年の課程を修了してい

る者については、②に係る評価について

、最上位であるものの割合が８５％以上

であること 

出願資格（10） 

本学大学院において、個

別の入学資格審査により、

大学を卒業した者と同等以

上の学力があると認めた者

で、入学時までに２２歳に

達した方 

学校教育法に定め 

る学士の学位を授与

されていない者（出願

資格（8）及び学士の

学位取得見込み者を

除く。） 

① １６年から最終学歴までの修業年数（

中退の場合は、中退時の前年度に在籍した

学年までの修業年数とする。以下同じ。）

を控除した年数を大学、短大、官公庁、研

究所又は民間企業等において、教育又は研

究部門で教育職又は研究職に従事した者 

② 大学等において、科目等履修生として

、修得した単位について、３４単位ごと

に大学在学１年と換算し、１６年から最

終学歴までの修業年数を控除した年数を

当該換算年数で充足した者 

③ 有職者で在職中に各種教育機関におけ

る研修歴がある場合は、研修時間15 時間

を1単位として、34単位ごとに大学在学1

年と換算し、16年から最終学歴までの修

業年数を当該換算年数で充足した者 

④ 修業年限が4年以上であることその他

の文部科学大臣が定める基準を満たす専

修学校の専門課程を文部科学大臣が指定

する日以前に修了した者 

⑤ 実務経験・業績等をもって認定する者

については、個別に判断する 

① 研究従事は大学及び短 

大又は高等専門学校の専

攻科等における研究生を

含む。 

①～③ 

・期間の計算は年単位と 

し、１年に満たない月数は

切り捨てるものとする。 

・１６年から最終学歴まで

の修業年数を控除した年

数の充足は、①～③の年数

の合算によるものを妨げ

な い。 

大学修了までの学校教 

育における課程が１６年

に満たない国において大

学の課程を修了した者の

うち、中国の教育課程出

身者で期間が不足する場

合の不足期間は１年とす

る。 

新旧学校制度の移 

行に際し、法令上明確

に規定することの困

難な旧制度の学校卒

業者等 

個別に判断する  本区分において認定基 

準を満たさない者について

、研究歴等の加算による出

願資格（9）上段での出願

資格認定を妨げな 

い。ただし、この場合に

おいて、法令上明確に規

定できる旧制度の学校を

最終学歴と見なす。 
各出願資格共通事項 各区分ごとの認定 

基準以外の経歴・業績

等を有する方 

上記認定基準に加え、優れた業績、取 

得資格等がある場合は、個別に判断し、

認定基準を緩和又は認定基準充足に換算

することもあり得る。 
 

認定基準緩和又は換算 

方法については、個別に

判断する。 
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【入学資格審査申請書類】 

 

入学資格審査申請書 本学様式 Ａ票  

履歴書 本学様式 Ｂ票  

自己申告書 本学様式 Ｃ票 

業績一覧 本学様式 Ｄ票  

入学資格認定

基準に係る証

明書類 

成績証明書  

卒業（見込）証明書  

免許の写し 各資格免許のもの 

戸籍抄本 証明書類の氏名が現在の氏名と異なる場合に提出 

 

※ 入学資格審査申請を行う方は、上表の書類を取りそろえ、 

【前期】令和４年１月２６日（水） 終了しました 

【後期】令和４年６月１３日（月）までに 

申請すること。 

※ 入学資格審査申請に必要な本学様式 A～D 票については，本学ウェブサイト

（http://www.myu.ac.jp/）からダウンロードすることができます。 
 



 

 

様式１－１ 

令和４年度  宮城大学入学願書［科目等履修生］ 
 

 

フリガナ  

（写真貼付欄） 

最近３か月以内 

に撮影したもの 

を貼付すること 

志願者 

氏  名 

                                 男   

                                 女   

 

生年月日 
 

昭和・平成・西暦         年      月      日生 

 

職  業 
 

                                 

 

最終学歴 
 

 

 

現住所 

 

郵便番号      ―            電話番号（          ）        ― 

         

 

 

連絡先 

 

郵便番号      ―            電話番号（          ）        ― 

 

 

E-mail アドレス                   @ 

＊以下は外国人の志願者のみ記入すること 

国  籍 
 

 
在留資格 

 

在留期間 
 

 

【事務局記載  □  新  規  □  継  続】 
 

履修希望科目（希望する科目を別表より漏れなく転記するほか、学群分・大学院分いずれかの該当

する区分を○で囲んでください。） 

希   望   科   目 単位数 曜  日 時  限 担 当 教 員 氏 名 

学群分 

 

大学院分 

    

学群分 

 

大学院分 

    

学群分 

 

大学院分 

    

学群分 

 

大学院分 

    

（注）  履修希望科目が５科目以上の場合は、この用紙をコピーして記入してください。 

        



 

 

 

●科目等履修生入学者選抜手数料「振込金（兼手数料）受取書」貼付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

様式１－２ 
令

和
４

年
度

　
宮

城
大

学
・
宮

城
大

学
大

学
院

　
科

目
等

履
修

生
　

入
学

選
抜

手
数

料
振

込
依

頼
書

公
立

大
学

法
人

宮
城

大
学

＜
注

意
事

項
＞

1
必

ず
下

記
振

込
依

頼
書

に
よ

り
お

振
込

み
く

だ
さ

い

2
振

込
手

数
料

は
，

各
自

ご
負

担
く

だ
さ

い
。

3
A

T
M

（
現

金
自

動
受

払
機

）
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
〈
問

い
合

わ
せ

先
〉

宮
城

大
学

事
務

局
学

務
課

教
務

第
１

グ
ル

ー
プ

　
電

話
：
0
2
2
-
3
7
7
-
8
3
1
8

令
和

　
  

　
年

　
  

　
月

　
  

　
日

千
円

百
万

千
円

百
万

千
円

　
先

方
銀

行
七

十
七

銀
行

 泉
支

店

普
通

 口
座

番
号

現
金

当
枚

（
ﾌﾘ

ｶ
ﾞﾅ

）

（
な

ま
え

）

（
と

こ
ろ

）
（
電

話
）
 0

2
2
-
3
7
7
-
8
3
1
8

宮
城

県
黒

川
郡

大
和

町
学

苑
1
番

地
1

備
８

２

考
千

円

 手
数

料

  
上

記
の

金
額

正
に

受
取

り
ま

し
た

。

(取
扱

店
)

収
入

（
お

と
こ

ろ
）

銀
行 店

印
紙

（
電

話
）

－
－

（
取

扱
店

→
ご

依
頼

人
）

金
融

機
関

に
置

か
れ

ま
し

て
は

、
「学

類
コ

ー
ド

」と
「フ

リ
ガ

ナ
」を

続
け

て
打

電
さ

れ
る

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
（取

扱
店

保
管

）

選
抜

手
数

料
納

付
振

込
期

間
　

　
【
前

期
】令

和
４

年
２

月
９

日
（
水

）
～

２
月

１
８

日
（
金

）

　
　

　
　

　
　

　
　

【
後

期
】令

和
４

年
７

月
１

１
日

（月
）～

７
月

２
０

日
（
水

）

振
込

金
(兼

手
数

料
）
受

取
書

振
　

込
　

依
　

頼
　

書
（
入

学
者

選
抜

手
数

料
）

ご
依

頼
日

依 頼 日
令

和
　

  
　

年
　

  
　

月
　

  
　

日
電

　
信

　
扱

 手
数

料

金
 額

太 線 の 中 だ け ご 記 入 く だ さ い 。

9,
80

0円
先 方 銀 行

七
十

七
銀

行
　

泉
支

店
金

　
額

9,
80

0円
受 取 人

預
金

種
目

9
1
6
8
2
8
1

受 取 人

預
金

普
通

口
座

９
１

６
８

２
８

１
内 訳

な
ま

え
公

立
大

学
法

人
　

宮
城

大
学

種
目

 番
号

ﾀ
ｲ゙
．

ﾐﾔ
ｷ

ﾀ゙
ｲ゙
ｶ

ｸ゙
 

氏
  

 名
様

ご 依 頼 人

フ
リ

ガ
ナ

公
立

大
学

法
人

　
宮

城
大

学

氏
名

様

〒
　

　
　

　
-
　

※
志

望
す

る
学

群
又

は
研

究
科

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

ご 依 頼 人

学
類

コ
ー

ド
収 納 印 ま た は 振 替 印

　
　

　
　

　
　

　
　

　
学

群
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

研
究

科
フ

 リ
 ガ

 ナ

 

 



 

 

様式２ 

令和４年度 科目等履修生 

身    上    調    書 

フリガナ  

生年月日 

昭和    

平成    年      月      日生 

西暦 

氏  名 

 

 

学              歴 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

職               歴 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

そ      の      他 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

      年      月 
 

 

（注）  学歴欄は、中学校卒業からすべての入学、卒業を記入すること。



 

 

様式３ 

 

令和４年度  科目等履修生 

自   己   申   告   書 

 

あなたが本科目を志願した理由等を志願者本人が自筆で記入してください。 

                                                 

 希望科目名：                                   氏   名
フ リ ガ ナ

                                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  科目等履修生 

 

自   己   申   告   書 
 

あなたが本科目を志願した理由等を志願者本人が自筆で記入してください。 
                                                 

 希望科目名：                                   氏   名
フ リ ガ ナ

                                 

 
                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)  希望科目が 3科目以上の場合は、この票をコピーの上、記入、提出してください。 



 

 

様式４ 

令和４年度  科目等履修生 

                                 承 諾 書          

 

 

 

    宮 城 大 学 長  殿          

 

 

 

住   所       

 

学 校 名       

 

学 校 長                                       印 

 

[大学担当部署] 

 

 

 

   下記学生が、宮城大学科目等履修生として貴校へ在学することを承諾します。 

 

記 

 

    令和    年    月    日 

 

 

住   所       

 

志 願 者 氏名       

 

学 籍 番 号       
  

 
 
 
 
 
 



 

 

令和４年度 科⽬等履修⽣ 開講科⽬⼀覧表 
 

※シラバスは本学ウェブサイト（http://www.myu.ac.jp/）からも見ることができます。   

（「一般・地域の方へ」→「科目等履修生」→「開講科目等」→「シラバス」） 

※新型コロナウイルス感染症の動向により，各科目の開講方法(オンライン・対面等)に変更が生じる可能性もございます。 

開講科目 

前期：令和４年 4 月８日～令和４年７月２９日 後期：令和４年 9 月２０日～令和５年１月２４日（予定） 

 

◆大和キャンパス提供科目 

（看護学群，事業構想学群，大学院看護学研究科（前期課程），事業構想学研究科（前期課程）） 

 

 

開講年次 科⽬名 単位 数 担当教員
開講
時期

時限
選考
⽅法

履修条件

1 ⼈間関係論 2 真覚健 後期 ⽉４ 書類  
1 形態機能学Ⅲ 1 武⽥和久 後期 ⽊２ 書類  
1 薬理学 2 武⽥和久 後期 ⽔１ 書類  
1 公衆衛⽣学 2 萩原潤 後期 ⾦３ 書類 ⽇程変更に対応できること。

1 ライフステージ看護学概論Ⅰ 2 菅原よしえ 後期 調整中 書類
⽇程変更や遠隔講義になる場合には対応できるこ
と。グループワークに参加できること。

1 災害活動論 2 ⾼橋和⼦ 後期 ⽉５ 書類
グループ作業に参加できること。⽇程変更･遠隔
授業に対応できること。

2 疫学Ⅰ 2 萩原潤 後期 ⽉２ 書類  

2 疾病論Ⅲ 1 ⾵間逸郎 後期
⾦３

（および⽔
５指定⽇）

書類  

2 看護情報学Ⅱ 1 萩原潤 後期 ⽊４ 書類 当該年度の看護情報学Ⅰを履修していること

2 地域看護学概論 2 安齋由貴⼦ 後期 ⽕４ 書類
グループワークに参加できること。⽇程変更や遠
隔授業に対応できること。

2 家族看護論 2 ⼩松容⼦ 後期 ⽉５ 書類
⽇程変更および遠隔講義に対応できること。グ
ループワークに参加できること。

2 治療看護論 2 ⿑藤奈緒 後期 ⽉４ 書類 ⽇程変更に対応できること。

2 ⺟性看護援助論Ⅰ 2 ⾕津裕⼦ 他 後期 ⽕２ 書類
⽇程変更ならびに遠隔講義になる場合に対応でき
ること。

2 ⼩児看護援助論Ⅰ 2 三上千佳⼦  後期 ⾦４ 書類
演習あり。⽇程変更ならびに遠隔講義に対応でき
ること。

2 精神看護援助論Ⅰ 2 ⼩松容⼦ 後期 ⽉３(調整中)   ⽇程変更および遠隔講義に対応できること。

2 在宅看護援助論Ⅰ 2 ⾼橋和⼦ 後期
調整中

⾦5
書類

グループ作業に参加できること。遠隔講義に対応
できること。

4 疫学Ⅱ 2 萩原潤 後期 ⽕３ 書類  
4 代替療法 2 菅原よしえ 後期 ⽕５ 書類 ⽇程変更や遠隔授業に対応できること。

4 災害看護⽀援論 2 霜⼭真 後期 集中 書類
集中講義、学外演習、⽇程変更に対応できるこ
と。

開講年次 科⽬名 単位 数 担当教員
開講
時期

時限
選考
⽅法

履修条件

           
2 教育相談の基礎と⽅法 2 真覚健 後期 ⽕５ 書類  

看護学群（専⾨教育科⽬）

看護学群（教職に関する科⽬）
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

開講年次 科⽬名 単位 数 担当教員
開講
時期

時限
選考
⽅法

履修条件

1 価値創造デザイン基礎（地域社会・産 1 ⼟岐謙次 後期 ⾦1 書類  
1 事業プランニング基礎 1 事業プランニング学類⻑ 後期 ⾦1 書類  
1 地域創⽣基礎 1 地域創⽣学類⻑ 後期 ⽊2 書類  
1 事業構想特別講義I 1 郷古雅春 後期 調整中 書類  
3 ⾳響・映像デザイン 2 茅原拓朗 後期 ⾦4・5 書類  
1 地域社会・産業とデザイン 1 蒔苗耕司 後期 ⾦1 書類  
1 地域活性化とビジネス 1 地域創⽣学類⻑ 後期 ⽊1 書類  
2 法学概論 2 内⽥直仁 後期 ⾦2 書類  
2 経営学概論 2 髙橋修 後期 ⽊1 書類  
2 数理計画 2 徳永幸之 後期 ⾦3 書類  
2 経営戦略論 2 髙橋修 後期 ⾦3 書類  
2 マーケティング 2 ⼤嶋淳俊 後期 ⽕3 書類  

2 会計学概論 2 内⽥直仁 後期 ⾦1 書類  

2 経営組織論 2 櫻⽊晃裕 後期 ⽊3 書類  
2 地域資源論 2 佐々⽊秀之 後期 ⽊5 書類  
2 地域社会学 2 藤澤由和 後期 ⽊4 書類  

2 国⼟・地域計画 2 ⽯内鉄平 後期 ⽉5 書類  

2 地域分析学 2 ⽯内鉄平 後期 ⽕2 書類  
2 建築史 2 平岡善浩 後期 ⽕5 書類  
2 ⾝体と認識 2 茅原拓朗 後期 ⽉2 書類  
2 伝統と⽂化 2 ⼟岐謙次 後期 ⽕2 書類  
2 素材と加⼯ 2 ⼟岐謙次 後期 ⽉1 書類  
2 メディアプログラミング 2 鈴⽊優 後期 ⽊4 書類  
2 ウェブプログラミング 2 佐藤宏樹 後期 ⽉3 書類  
2 ⽣活環境デザイン概論 2 井上誠 後期 ⽊5 書類  
3 マーケティングリサーチ 2 安藤裕 後期 ⽕2 書類  
3 eビジネス 2 ⼤嶋淳俊 後期 ⽊3 書類  
3 企業会計 2 絹村信俊 後期 ⽊4 書類  
3 都市計画 2 ⽯内鉄平 後期 ⽕1 書類  
3 地⽅⾃治 2 ⽯⽥祐 後期 ⽉2 書類  
3 交通計画 2 徳永幸之 後期 ⾦2 書類  
3 商法・会社法 2 内⽥直仁 後期 ⼟3 書類  
3 景観⼯学 2 ⼩沢晴司 後期 ⽕3 書類  
3 ⽔理学 2 郷古雅春 後期 ⽊3 書類  

3 地盤⼯学 2 千葉克⼰ 後期 ⽊4 書類
⽇程変更に対応できること。太⽩キャンパスの実
験装置を使うことがあります。グループ作業（実
験）があります。

3 エクスペリエンスデザイン 2 茅原拓朗 後期 ⾦1 書類  
3 情報サービスデザインⅡ 2 須栗裕樹 後期 ⽕4 書類  
3 空間情報コンピューティング 2 蒔苗耕司 後期 ⽕5 書類  
3 造形・プロダクトデザイン 2 ⽇原広⼀ 後期 ⾦3 書類  
3 感性デザイン評価法 2 茅原拓朗 後期 ⽉5 書類  
3 編集・広告デザイン 2 中⽥千彦 後期 ⽊4 書類  

事業構想学群（専⾨教育科⽬）

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

開講年次 科⽬名 単位 数 担当教員
開講
時期

時限
選考
⽅法

履修条件

1 基礎看護学特論Ⅱ 2 ⽊村眞⼦ 後期 ⽕４ 書類 看護師免許を有し、基礎看護に関⼼のある⽅

1 看護管理学特論Ⅱ 2 ⾦⼦さゆり 後期 ⽉４ ⾯接
看護師免許を有し、看護管理に関⼼のある⽅
⽇程変更および遠隔講義に対応できる⽅

1 がん看護援助論Ⅱ 2 菅原よしえ 後期 ⽉１ ⾯接
看護師免許を有し、がん看護に関⼼のある⽅
授業⽇程の変更および遠隔授業に対応できる⽅

1 がん看護学演習Ⅱ 2 菅原よしえ 後期 ⽉１ ⾯接
看護師免許を有し、がん看護に関⼼のある⽅
授業⽇程の変更および遠隔授業に対応できる⽅

1 がん看護学実習Ⅰ 4 菅原よしえ 後期 調整中 ⾯接
看護師免許があること。がん看護専⾨看護師資格
取得を⽬指していること

1 成⼈健康看護学援助論 2 ⿑藤奈緒 後期 調整中 ⾯接
看護師免許を有し、急性、回復、慢性期等の成⼈
看護に関⼼がある⽅。⽇時変更および遠隔講義に
対応できる⽅。

1 精神健康看護援助論 2 ⼤熊恵⼦ 後期 調整中 ⾯接
精神健康看護学特論を受講している⽅で、講義⽇
時の変更に対応できる⽅。COVID-19の影響で遠
隔講義となった場合も実施する予定。

1 ⺟性健康看護援助論 2 ⾕津裕⼦ 後期 ⽕５ ⾯接
看護師免許を有し、⺟性看護もしくは助産に関⼼
のある⽅。⽇時変更および遠隔講義に対応できる
⽅。

1 ⼩児健康看護援助論 2 三上千佳⼦ 後期 調整中 ⾯接
看護師免許を有し、⼩児看護に関⼼のある⽅。⼩
児健康看護学特論を受講していること。遠隔講義
になる場合には対応できること。

1 在宅健康看護学特論Ⅱ 2 ⾼橋和⼦ 後期 調整中 書類
看護師免許を有し、講義⽇時の変更に対応できる
⽅

⼤学院 看護学研究科（博⼠前期課程）

 
 

 

開講年次 科⽬名  単位数 担当教員
開講
時期

時限
選考
⽅法

履修条件

１・２ 会計学 2 絹村信俊 後期 ⽊３ 書類  
１・２ ストラテジー 2 髙橋修 後期 ⽊５ 書類  
１・２ 経済システム 2 ⾦⼦浩⼀ 後期 ⽕２ 書類  
１・２ ITマネジメント 2 ⼤嶋淳俊 後期 ⽊2 書類  
１・２ グローバルビジネス 2 ティモシーフェラン 後期 ⽊５ 書類  
１・２ ICTソリューション 1 須栗裕樹 後期 ⾦３ 書類  
１・２ コミュニティビジネス 2 ⾵⾒正三 後期 ⽊３ 書類  
１・２ ⾮営利組織マネジメント 2 ⽯⽥祐 後期 集中 書類  
１・２ 地域環境システム 2 ⽯内鉄平 後期 ⽕３ 書類  
１・２ 地域農村開発マネジメント 2 郷古雅春 後期 ⽕２ 書類  
１・２ ソーシャルデザイン特別講義 1 ⽯⽥祐 後期 集中 書類  
１・２ デザインマネジメント 2 ⽇原広⼀ 後期 ⽉４ 書類  
１・２ 建築プログラミング 2 井上誠 後期 ⽕3 書類  
１・２ 空間デザイン特別講義 1 平岡善浩 後期 集中 書類  
１・２ 感性情報アナリシス 2 茅原拓朗 後期 ⽉３ 書類  
１・２ 情報システムデザイン 2 須栗裕樹 後期 ⽊１ 書類  
１・２ 英語特論 2 マシュー・ウィルソン 後期 ⽊２ 書類  
１・２ 感性メディアデザイン 2 佐藤宏樹 後期 ⽉5 書類  

⼤学院 事業構想学研究科（前期課程）

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

開講年次 科⽬名 単位 数 担当教員
開講
時期

時限
選考
⽅法

遠隔講義
の提供

履修条件

1 経済経営学基礎 2 川村保 後期 ⾦4 書類 不可
1 ⾷材⽣産概論 2 中村聡 後期 ⽉3 書類 不可
1 フードマネジメント概論 2 森⽥明 後期 ⾦3 書類 不可
2 微⽣物学 2 ⾦内誠 後期 ⽕2 書類 不可
2 環境科学 2 柳澤満則 後期 ⾦4 書類 不可
2 ⽣化学 2 ⾦内誠 後期 ⽉4 書類 不可
2 植物⽣理学  2 岩井孝尚 後期 ⽉3 書類 不可
2 ⼟壌肥料学 2 ⽊村和彦 後期 ⾦3 書類 不可
2 動物⽣理学 2 森本素⼦ 後期 ⽉3 書類 不可
2 動物衛⽣学 2 森本素⼦ 後期 ⾦3 書類 不可
2 ⾷品企業経営論 2 三⽯誠司 後期 ⽕1 書類 不可
2 ⾷品化学 2 ⽑利哲 後期 ⽊1 書類 不可
2 ⽔産⾷品学 2 ⻄川正純 後期 ⽊2 書類 不可
3 ⾷材⽣産経営学 2 川島滋和 後期 ⾦1 書類 不可
3 アグロテクノロジー 2 伊吹⻯太 後期 ⽊3 書類 不可
3 付加価値植物性⾷材⽣産法 2 中村茂雄 後期 ⽕1 書類 不可
3 ⾷資源開発学 2 中村聡 後期 ⽕3 書類 不可
3 付加価値動物性⾷材⽣産法 2 井上達志 後期 ⽕3 書類 不可
3 循環型動物⽣産論 2 井上達志 後期 ⽉1 書類 不可
3 分⼦遺伝学 2 須⽥義⼈ 後期 ⽔1 書類 可
3 ⾷産業政策論 2 新任教員 後期 ⽔４ 書類 不可
3 ⾷品の安全性管理 2 ⻄川正純 後期 ⽉3 書類 不可
3 ⾷品機能開発学 2 ⻄川正純 後期 ⽕2 書類 不可
3 発酵⾷品・醸造学 2 ⾦内誠 後期 ⾦3 書類 不可
3 ⽔産利⽤学 2 ⻄川正純 後期 ⽉2 書類 不可
3 フードサービス産業論 2 丹治朋⼦ 後期 ⽕3 書類 不可
3 ⾷品マーケティング演習 1 都世蘭 後期 ⽊3 書類 不可
3 ⾷品企業経営戦略演習 1 三⽯誠司 後期 ⽔2 書類 不可
3 ⾷品経済・政策論演習 1 森⽥明 後期 ⽉2 書類 不可
3 ⾷品⼯学 2 庄⼦真樹 後期 ⽉1 書類 不可
3 グローバルフードシステム論 2 森⽥明 後期 ⽊2 書類 不可
3 調理科学 2 ⽯川伸⼀ 後期 ⽊1 書類 不可

2・3 農産⾷品学 2 ⽯川伸⼀ 後期 ⽊3 書類 不可
2・3 畜産⾷品学 2 ⽯川伸⼀ 後期 ⽉1 書類 不可

資2・フ3 ⾷品マーケティング論 2 都世蘭 後期 ⾦2 書類 不可
資3・フ4 ⽔産資源学 2 ⽚⼭亜優 後期 ⽉4 書類 不可

⾷産業学群（専⾨教育科⽬）

◆太白キャンパス提供科目 

（食産業学群，大学院食産業学研究科（前期課程） 

 

 

開講年次 科⽬名 単位 数 担当教員
開講
時期

時限
選考
⽅法

遠隔講義
の提供

履修条件

1・2 データサイエンス特論 2 須⽥義⼈ 後期 ⽕2 ⾯接 可
⼤学院 ⾷産業学研究科（前期課程）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

※開講曜⽇・時間帯については令和４年５⽉現在調整中です。変更になる可能性もありますので， 
事前に宮城⼤学事務局学務課教務第１グループ宛てお問合せください。 
 
【宮城大学事務局学務課教務第１グループ】 

Tel：022-377-8318 

E-mail：kyoumu@myu.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮 城 大 学 

http://www.myu.ac.jp/ 

◆大和キャンパス 

〒981－3298 

宮城県黒川郡大和町学苑１番地１ 

宮城大学事務局学務課教務第 1 グループ 

ＴＥＬ 022－377－8318  

◎看護学群 

看護学類 

◎事業構想学群 

事業プランニング学類 

地域創生学類 

価値創造デザイン学類 

○看護学研究科 

○事業構想学研究科 

◆太白キャンパス 

 〒982－0215 

 宮城県仙台市太白区旗立 2-2-1 

◎食産業学群 

  食資源開発学類 

生物生産学類 

フードマネジメント学類 

○食産業学研究科 


